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令和 2 年 9月 11 日 
 

新型コロナウイルス感染症大流行下の水防災に関する国際オンライン会議 
開催報告 

 
新型コロナウイルス感染症が全世界に広がり猛威を振い、世界各国の社会、経済などあら

ゆる面で大きな影響を及ぼしています。一方で、7月上旬より、日本の各地において大規模
な水害が多数発生していることが示すように、水関連の災害の脅威は、新型コロナウイルス
感染症発生以前と同様に現在も続いており、新型コロナウイルス感染症流行下における災
害避難や対応に関する課題も明らかになってきています。また、災害リスク軽減の緊急対応
と新型コロナウイルス感染症対応の競合は一部の国と都市では状況をさらに悪化させる可
能性があり、広く新型コロナウイルス感染症大流行下の水関連の災害対処について知見を
共有し、対処方策に関して議論を行うことは喫緊の課題となっております。 
この国際オンライン会議は、水問題・水災害、保健衛生、に関する国連・国際機関・各国・

市民社会や民間からの指導者、専門家を招き、広く新型コロナウイルス感染症大流行下の水
防災について知見を共有し、対処方策に関して議論し、行動と連携の方向性に関する認識共
有を図ることを目的として開催されました。 

 
開催概要 
開催年月日： 2020年 8 月２０日（木） 
開始時間： グリニッチ標準時 07 時 30 分、中央ヨーロッパ時間 0８時 30 分、 

インドネシア・タイ等 13 時 30 分、フィリピン 14時 30 分、 
韓国・日本 15 時 30 分 

開催時間： 2 時間 35分程度 (途中 15 分間の休憩を含む) 
開催形式： ウェブ会議（Webex を使用したWebinar形式） 
主催者： 水と災害に関するハイレベルパネル（HELP）、国連経済社会局 

（UNDESA）/国連地域開発センター（UNCRD）、アジア開発銀行
（ADB）、政策研究大学院大学（GRIPS） 

後援：  国土交通省 
技術協力： 国立情報学研究所（NII）、KDDI 株式会社 
会議システム協力：シスコシステムズ合同会社 
参加者： 国際機関、各国専門家等（登録制） 
議長：  ハン・スンス HELP議長 
ファシリテーター：廣木謙三政策研究大学院大学教授 
言語：  英語（日本語同時通訳あり） 
参加人数： Web会議への参加者 延べ 406 名。実数は約 40か国から 300 名程度。 
  日本語会議室の聴講者は約 70 名。 

  



 

2 
 

議事次第 
 15:30-15:50 開会 
o 開会挨拶 ハン・スンス：HELP 議長・元韓国国務総理 
o 主催者挨拶 
 劉振民（リュウ・ジェンミン）：国連経済社会問題担当事務次長（ビデオメッ
セージ） 

 浅川雅嗣：アジア開発銀行総裁 
 田中明彦：GRIPS 学長 

 
 15:50-16:20 基調講演 
o アンヘル・グリア：経済協力開発機構（OECD）事務総長 
o ダニロ・テュルク：元スロベニア大統領、水と平和に関する世界ハイレベルパネ

ル議長、ジュネーブウォーターハブリード政治アドバイザー 
 

 16:20-16:40 科学技術セッション「水、災害、新型コロナウィルス感染症の問題に対
処する科学技術の役割」 
＜コーディネーター＞ 
o 小池俊雄：水災害・リスクマネジメント国際センター（ICHARM）センター長 
o グレチェン・カロンジ：四川大学災害危機管理学部長 

  ＜講演者＞ 
o 喜連川優：国立情報学研究所所長、東京大学生産技術研究所教授 
o 小山真紀：国立大学法人東海国立大学機構岐阜大学流域圏科学研究センター准教授 
o 神原咲子：高知県立大学大学院看護学研究所教授、一般社団法人 EpiNurse代表

理事、日本災害看護学会理事・防災学術連携体連携委員 
o 大原美保：水災害・リスクマネジメント国際センター水災害研究グループ主任研

究員、政策研究大学院大学（GRIPS）連携准教授 
o ラフマ・ハニファ：U-Inspire インドネシア代表、U-Inspire 連合事務局長 

 
 16:40-16:55 休憩 

 
 16:55-18:00 ハイレベルパネルディスカッション「新型コロナウィルス感染症流行下
でのよりよい世界の構築のための水関連災害対策」 
o コーラ・ファン ニューウェンハウゼン＝ヴァイベンハ：オランダインフラ・水管

理大臣 
o バスキ・ハディムルヨノ：インドネシア公共事業・国民住宅大臣 
o イルッカ・サルミ：欧州委員会人道援助・市民保護総局長 
o 北岡伸一：国際協力機構（JICA）理事長 
o バンバン・スサントノ：アジア開発銀行ノレッジマネジメント及び持続可能な開

発担当副総裁 
o ケイト・メドリコット：世界保健機構（WHO）水・衛生チームリーダー 
o カタリーナ・デ・アルブケルケ：すべての人のための衛生と水（Sanitation and 

Water for All）最高責任者 
<ファシリテーター> 
o 廣木謙三：政策研究大学院大学教授、HELP コーディネーター 

 
 18:00-18:05 閉会挨拶 ハン・スンス：HELP議長・元韓国国務総理 

 




